
共同記者会見のご案内  H23.8.30 

 

【配布先】 

文部科学省記者会、科学記者会、大学記者会、大阪経済記者クラブ、神戸経済記者クラブ、兵庫県政

記者クラブ、神戸市政記者クラブ 

 

東京大学生産技術研究所・計算科学振興財団 

『京コンピュータの産業利用シミュレーションソフトウェアの利用拠点発足』 

に関する共同記者会見のご案内 
 

 

報道関係各位 

東京大学生産技術研究所 

財団法人計算科学振興財団 

 

貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

このほど、東京大学が産業界に不可欠な生産技術の研究を行う拠点として設置している東京大学生

産技術研究所に附属する革新的シミュレーション研究センター（※１、CISS）と、産業界のスパコン利用を

促進する財団法人計算科学振興財団（※２、FOCUS）では、 AE京速 E

け い そ く

Aコンピュータ『 AE京 E

け い

A』の産業利用シミュレ

ーションソフトウェアの利用拠点を発足させます。つきましては、下記のとおり報道関係者の方をお招きし、

同拠点の概要について具体的にご説明をさせていただきたく存じます。ご多忙のこととは思いますが、ご来

場いただきますようご案内申し上げます。 

 なお、当日、記者会見場と同じ建物で、『高度計算科学研究支援センター開設記念シンポジウム～

産業活用世界一への挑戦』が開催されており、記者会見の発表者である加藤教授の講演も予定されて

いますので、あわせて取材いただきますようご案内いたします。 

 

記 

 

１ 発表日時   平成 23 年 9 月 7 日（水） 12：30～13：00 

           【報道については、記者会見後でお願いいたします】 

 

２ 会 場   高度計算科学研究支援センター セミナー室 

          （神戸市中央区港島南町７－１－２８ 計算科学センタービル２階） 

 

３ 発 表 者 

東京大学生産技術研究所革新的シミュレーション研究センター 加藤 千幸（センター長・教授） 

   財団法人計算科学振興財団                  安井  宏 （専務理事） 

 

４ 協 力   富士通株式会社、株式会社ヴァイナス、みずほ情報総研株式会社 

 

５ 発表概要 

   今年６月に世界最速を獲得した京速コンピュータ「京」を産業界が最大限に活用するためには、京コ

ンピュータ用にチューンアップされた先端的なソフトウェア群をいかに産業界に普及させていくかがカギになっ

ています。CISS と FOCUS では、富士通株式会社やソフトウェア普及事業者の協力を得つつ、そのため

報道解禁：H23.9.7(水)13:00以降 



の利用促進拠点を発足させ、各種の利用支援の取り組みをスタートさせます。会見では、ソフトウェアの

デモ映像も交えながら、以下の施策について詳しくご説明いたします。また、拠点発足を記念して看板

掛けも執り行います。 

 

 京で利用可能、かつ、ものづくり分野全体をカバーする先端的シミュレーションソフトウェア（※３）の

ラインナップを産業界専用スパコン「FOCUS スパコン」（※４）に整備し、産業界への共用を促進（ト

ライアルや公募型研究では無料利用も可能） 

 

 ソフトウェア普及事業者との連携によるソフトウェアの利用支援サービスを提供 （計画中） 

 

 ソフトウェア普及事業者によるソフトウェア利用講習会を定期的に開催 

 

 これらの活動を牽引するためのソフトウェアの提供・技術支援拠点として、『東京大学生産技術研

究所革新的シミュレーション研究センター神戸拠点』を高度計算科学研究支援センター（※５）

内に設置 

 

６ 問い合わせ先 

 東京大学生産技術研究所 革新的シミュレーション研究センター  

「分野４ 次世代ものづくり」事務局  皆川 廣司 

    （tel: 03-5452‐6661、email:hminaga@iis.u-tokyo.ac.jp） 

  

計算科学振興財団 総務課長  小林 拓哉 

（tel: 078-599‐5020、email:kobayashi@j-focus.or.jp） 

 

出席確認について 

Uお手数ですが、記者会見にご出席の際には、9月5日（月）までに別紙のFAX返信票にてご返信

いただければ幸甚に存じます。（FAX：078-303-5611） 

 

 

８ その他 

  同日開催の『高度計算科学研究支援センター開設記念シンポジウム～産業活用世界一への挑

戦』については、別添チラシをご参照ください。（取材は自由です） 

  記者会見の終了時間とシンポジウムの開始時間がほぼ同時刻になっており、シンポジウム冒頭につい

ては取材が困難になっております。当方の都合により、報道関係の皆様に大変ご不便をおかけして申

し訳ありませんが、ご了承いただきますようお願いいたします。 



 

【※１ 東京大学生産技術研究所革新的シミュレーション研究センター】 

世界をリードする先端的シミュレーションソフトウェアの研究開発、研究開発成果の社会への普及、シ

ミュレーションソフトウェアを開発・利活用できる人材育成のための教育基盤の強化、を目的として平成 2

0 年 1 月に東京大学生産技術研究所の附属の教育・研究施設として設立されました。21 世紀に必

要とされている先端的・実用的な計算科学シミュレーションソフトウェアを研究開発するために、産業界

のニーズを取り込みながら、学内外の多くの研究機関と連携して開発を進めています。 

 

【※２ 財団法人計算科学振興財団】 

  京速コンピュータ『京』を活用した研究開発や産業利用を推進するとともに、広く普及活動を行うことに

より、計算科学分野の振興と産業経済の発展に寄与することを目指して、産学官の連携により、平成

２０年１月に設立されました。平成２３年４月に、活動拠点の高度計算科学研究支援センターを開設

し、ここを拠点にスーパーコンピュータの産業利用の促進活動などを本格的に展開しています。 

  所在地：神戸市中央区港島南町７－１－２８ 計算科学センタービル１階 

 

【※３ 先端的シミュレーションソフトウェアのラインナップ】 

文部科学省の国プロ等（革新的シミュレーションソフトウェアの研究開発、イノベーション基盤シミュレー

ションソフトウェアの研究開発等）で開発された（あるいは開発中の）シミュレーションソフトウェアや、「HPCI

戦略プログラム 分野４ 次世代ものづくり」 先導的研究開発課題で利用（あるいは開発）される広範

のものづくりに有用なシミュレーションソフトウェア。 

 

【※４ FOCUS スパコン】 

計算科学振興財団が運用する産業界向けに整備されたスーパーコンピュータシステム。企業が単独

で整備するのが困難な大規模システムを産業界に共用することで、高並列計算・高並行計算のトライ

アルをはじめ、研究開発力の強化や製造プロセスの効率化・コストダウンにつながる様々なスパコン活用

を支援しています。 

（総演算性能：22 テラフロップス。総メモリ：10 テラバイト。総ローカルストレージ：104 テラバイト） 

 

【※５ 高度計算科学研究支援センター】 

スーパーコンピュータ利用による企業の技術高度化拠点として、平成 23 年 4 月にオープン。産業界専

用のエントリースパコン「FOCUS スパコン」をはじめ、同スパコンの利用端末 PC を備えた貸研究室や、実

践的なアプリ講習会に利用できる実習室など、産業界のスパコン利用を支援する多彩な機能を備えて

います。 

 

 

≪関連ＷＥＢサイト≫ 

 ●東京大学生産技術研究所革新的シミュレーション研究センター（CISS） 

HUhttp://www.ciss.iis.u-tokyo.ac.jp/ U 

 

 ●計算科学振興財団（FOCUS） 

HUhttp://www.j-focus.or.jp/ U 

 

●FOCUS スパコン利用手続き等 

HUhttp://www.j-focus.or.jp/spacon/focus_spacon.html U 

 

 ●FOCUS スパコン共用開始のお知らせ（計算科学振興財団） 

http://www.j-focus.or.jp/info/pdf/20110329_press.pdf 

 

 ●FOCUS スパコン導入のお知らせ（富士通株式会社） 

  HUhttp://pr.fujitsu.com/jp/news/2011/03/29.html U 

 



 

計算科学振興財団総務課  宛て  ↑ UFAX番号：078-303-5611 

出席連絡 FAX 返信票 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 

 

【周辺地図】 

 

東京大学生産技術研究所・計算科学振興財団共同記者会見 

9月7日（水） 12：30～13：00 
 

U貴  社  名 ：                              

 

 

Uご  所  属 ：                              

 

 

Uご  芳  名 ：                      （他   名） 

 

  

Uご 連 絡 先 ： TEL                          FAX            

 

取材当日は2F受付にて本用紙をご提示の上、セミナー室へお入り下さい。 
 

 

 

高度計算科学研究支援センター 

（計算科学センタービル２F） 

会場へのご案内 

神戸新交通ポートアイランド線 

京コンピュータ前駅より徒歩3分 


